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本
.

と
∵

経
･

螢

の

分

離

城

葦
､

加

丁

■

｢

糞
本
と

発

奮
の

分
離
+

に

つ

い

て

は
+

か

つ

て

昭

和
十

五

年
定

額
薪
饅
制
確
立

要
綱
の

策
定
昔
時
､

■
強
力
庖

涙
周
が

支

配
的
で

あ
つ

＼

＼

●

∴

た
旺

も
■
か
ゝ

.
は

ら

ず
､

い

ま

や
､

人
々

は

｡

を

開
け
ぼ
､

｢

分
離
+

を

呼
儲
し
､

東
欧

叢
の

政

康
に

さ
へ

基
本
と

し
て

示

さ

れ
て

ゐ
一
る
り

,

感
時
に

潜
る
靡

菌
健
制
の

進

撃
壷
貌
､

壷

護
制
の

襲
展
と

攣
革
を

膚
も

特
徴
的
に
､

し

か

も

内

貫
的
に

雷
得
る

も

冨
-

ま

さ

､

⊥

忙

こ

の

資
本
上

軍
曹
の

分

祭
る

嘉
で

あ

増

し
/

た

が

つ

て
ー

ニ

の

事
態

盲
室

温
の

冷
凍
と

し

た
紆

薗
準
制
.
の
.
修
正

静
ヤ
ー

護
憲

.

′
一

瞥

最
も

現
れ

て

掛

る
｡

し
か

し
土

雰
腰
の

嘉
は

遥
念
と

与
冨
賢
ず
､

畢
貫

と

七
も

反
封

墨
け

雷
昭

和

十
五

年

芝
於
で

さ

へ
′

改

題
賓
で

あ

う

民
し
か

る

に
■
も

か

～
･
は

ら

ず

去
れ
が

昔
時

琵
警
農
∵
い

葺
こ

れ
･
が

東

認
せ
ら

れ
七

ゐ
､

る

ノ

の

偲

何
に

よ

る

の

で

あ
ら

う

か
｡

そ

れ

は

結
界
､

･
｢

分
離
論
+

k
関
す
る

解
繹
の

相

直
に

基
い

て
ゐ
.
モ

分

腰
紳

は

親

密
､

世
上

十
殻
に ●

l

＼

於
い

て

あ

た

か

も

全
市

棄
む

如
く
云

は
れ

て

は

ゐ

る

が
､

必

ず
し

も

そ
の

痙
摩
は

競
一

的
で

ほ

な
い
｡

例
へ

ぼ
昭

和
十

五

年
頃

む

支
配
し
･

-

た
の

は
､

む

し

ろ
政

治

性
を
基
盤
と

す
る

も
の

で

吾
て

い

政

治

的
な

資
本
の

穫
儀

一
ソ

の

義
積
分
恥
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心
才

′

転

㌦
∴

覿
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′

●

せ
る

安

吾
寧
常
の

基

本
関
係
の

攣
任

針

問
題
と

せ

る
､

全
業

諭
に

於
け
る

恵
も

本
質
的

考
課

題
で

号
､

静

麿
聾
者

が

周
に

カ

竪
琴

■.
い
■
て

東
察
し
て

禿
た

軒
の

で

あ

湧

勿
論
､

か
ゝ

る

企

業
的
襲
質
牲
､

ム
小

て

は

社
食
経
帝
必

饗
化

を
招

爽
し

な
い

で

は

ゐ

な

い
｡

企

業

/

也
こ

そ
､

療
済
活

動
の

賓
躁
的
圭

餞
L

し
て
､

又

経
済
社
食
の

構
成
部
分
と

し

て
の

地

位

を

占

む
一
る

も
の

甘

参
る
.
か

ち
で

あ
る
｡

し
た
が
J

ヽ

づ

て
､

■
∴
し

の

分
離

論
が
､

経
済
饅
制
の

欒
草

或
は

修
正
の

理

論
的
根
壌
上

せ

ら

れ
る

場
合
に

於
い

て

も
､

企
業
饅

働
の

欒
革
､

或
■
は

修
正

義
溝

推
論

申
基
礎
と

レ
､

ま

た

媒
介

き
レ

て

立

論
せ

ら

れ

る
｡

か

1

る
､

脛
慶
腰

癖
畢
的
瀧

企
業

論
の

課
趨
と
し

て
､

艶
聞

的
転

換
討
せ

ら

れ
て

発
た

｢

分
離

葡
+

が
､

如
何

冬
る

内

容
の
･
も
の

で
.
あ

る

か

を

考
察
す
る

の

が

本
稿
の
･
日

印
で

草
る

が
､

そ
の

た

め

鹿
づ
､

=
か
ゝ

る

√

.

垂
的
厄

屑
箱
た

意
味
の

分
離
論
と
､

か

つ

て
.
ヂ
ヤ

1

て
ソ

ス

チ

ッ

.
ク

に

問
題
牝

t
た
､

改

漁

働
､

.
紅
倉

的
性

格
に

彩
れ
凌

分
腰
論
と

を
､

一

ノ
∵

境
づ

此

際
し
て

そ
め

特
襖
的
差

異
を

明
か

に

し
よ

う
■｡

つ
■
い

で
､

奉
策
の

分
離
儲
打
つ

ざ

簡
単
詮
に

し

た

が

い

な

が

ら
､

そ
の

哀
し

き

軍

昧
苛

酷
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し

て

見
た
い
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と

考
へ

る
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㌔
つ

て

問
題
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な
つ

た
､

分
♯
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は
､

眈
簡
の

如
ぺ

敢

清

的
､

並
に

祀
合
駒
内

容
を

浄
べ

彩
つ

て

ゐ

る

が

∵
-

れ

と

針
葉
諭
的
分
社
と
▼

申
特

徴
的
■相
違
鮨

ほ

大
約
爽
の

三

鮎
に

要
約
し

得
々
｡
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註
〕
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は
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著
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企
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･
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菓
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り
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弓

計

訂
t

き
訂
㌢
0

て
h

官
印

ぎ
賢
e

設
こ

潔

か
昏
7
や
∽
･

冒
○

打

身
払

)

の
･
立

瘍
か

ら

考
察
す
る
｡

壷
螢
蘭
に

･
つ

い

て

は
､

脛
螢
の
･
計
主

性
(

A

各
日

㌢
○

寧

2

岩
e

計
e

早
.

整
･

卦
貰
邑
君
む

見

邑
0

冒
ヨ
○

濾

喜

賀
長
昌
邑
⊥
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〔

歪
9
〕

･

･
臼

弓
F
ロ
や

言
う

0

訂

O

g
e

粁
t
山

ま
e

⊇
n
粥

告
払

亡

已
2

昌
2

F

日
日
出

幣
A

ま
○

ヨ
○

邑
巧
亡

宗
-
W
.

カ
P
t

官
営
r

亡
)

哲

色
e
∽

の

各
占
○

旨
江
○

β

-

･■
野
○

｡

打

身
三
月
▼の

琶
旦

㌻
弓
e

O

=
月
胡
2

琶
号
音
口

増
2
雨
e

ヨ

邑
よ
ぺ

｡

｡

冨
邑
或
は

軽

筒
音

論
(

A

賢
汁

首
1

邑
き

l

居
日

長
e

忘
㌻
㌢

旦
)

と

し
て

展
開
さ

れ

る
｡

支
配
面
は
､

受
配
代

位
､

凌

配
腰
､

黄

配
可

能
此

奉
論
･
を

瓢
鮎
せ

す
る
｡

し

か

七
1

分
鞭
給
の

正

⊥
い

把

琴
は
､

ご
れ

等
の

各
側
面
を

個
､

々

に

論
ず
る

こ

L

紅

よ

つ

て

は
､

･

不

可

能
で

あ
る
｡

.
こ

の

≡

間
魅
面
の

額

互

爾
聯
を

196

ー･

統
一

的
に

理

解
す
一べ

き

で

あ
り
､

か

く
て

と

そ

そ
の

各
問
題
面
白
鰻
も

亦
明

際
と
た

る

で

あ
ら

う
｡

､

T′

･

株
式
所
有
の

分
散
七
､

資
本
主

義
の

爛
熟
と

株
式
倉
厳
封
魔
の

極

度
襲
展
と

が

生

み

出

す
内

的
必

然
の

現

象
で

あ

り
､

醸
圭
の

数
は
､

そ
の

食
紅
白
線
が

健

吾
あ

れ

綾
あ

旦
層
､

無
数
に

も

近
く

増
大
し
､

分
散
慶
は

極
薦
に

達

す
る
q

か

ゝ

る

事
費
偲
､

そ
の

事
白

煙
資

本

′

､

＼

て

.

と

露
営
の

分
離
で
は

な
い
.
が
､

･
ニ
ーの

量
的
に

硯

資
な

る

現

象
は
､

払

℃
て

そ
の

資
本
出

資

考
の

質
的
-

精
神
的
な

襲
化

を

廟
蒸
す
名

∵

雫

質

的
軋

襲
牝
が

む
じ
･
ろ
か

軒
る

量
的

分
散

現

象
甘

も
た

ら

し

た
｡

か

く
し
て
､

.
資
本
に

固
着
し

た

と

東
ほ

れ

転
落
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的
支
配

力
.は
､
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糞
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両
で

は

い

ち

は

や

く

警
苗
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着
か

ち
､
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♯
せ

ら

れ
て

行

く
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し

か
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の
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離
し

た

支

配
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維
､
に

う
て

畢
任

官
れ
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ヽ

か
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ご
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が

吏
寵
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か

ら

見
る

分
離
論
の

嬢

郵
で

あ
･
頒
が

∵
し

か

し

問
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の

要
薪

牡
､

套
本
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の

勢
質
､

産
着
功

努
任

か

ら

進
ん
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ら
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.■

十

ヤ
､
し

｢
.

. い
人
ユ

∵
心
､如

壬
∴
し
･

㌧

汁
ト

?
ノ

∠
㌧

十
′

､

∵

/

■■
で

∵

て

}

二
Y

∴
÷

㌻
叫

∵

√
l

∴

÷

･
イ
､

サ

t

.L
J
.∵
二
ノ

‡

1卜
■1
享
▼

､

√

敷
象
恩
の

性

悪
､

要
約
虹
､

内

部
必

雷
把
■
如
何
に

慧
す
領

も
の

. で

空
か

毒
究

芸
ば

告
ぬ
｡

そ
虹

萱
草
抄

卜

簡
層
■
が

あ

る
｡

し

か

し
､

こ

の

企

業
経
営

牡
制
の

襲
牝
は
､

こ

れ

澄

異
腹
的
資
康
的
た

清
動
の

壬
礫
と

し
て
､

繰
合
的
に

動
い

て

ゐ

各
､

腰
済
髄
利
金

穀
の

麺
化
べ

の

基
畢
と

た
.
り
､

ま

た

融
合
的
､

政

治
的
潅

藤
制
襲
化
の

基
礎
と

も

な
右

の

で

あ
る
｡

｢

分
離

論
+

は

か
ゝ

.
る

革
新
翰
を

∵
内

部
か

ら
､

具
鰻
的
に

考
澄
す
べ

尊

静
壌
と

な

る

で

あ
ら

う
｡
′

㌦
掛

下
､

分
離

静
の

≡
の

間
庵
面
の

う

ち
､

糞
木

霊
ら

考

察
ち
て
､

次
の

面
収

拾
及

し

ょ

う
｡

-

轟
1
〕

○
∵

欝

監
昌
¶

身
O一

首
計
冒
p

首
○
{

日

昌
農
昌
卦
t
.

-

琵
.

甲

声

∴
鞋
2
〕

甘
ユ

軒

骨
芦
ヱ

声
e

■

営
d

昌
苫

甘
邑
i

昌

邑
首
㌻
す

召
領
t

:
芦
r

や

一

声

〔

警
〕

声

S
ぃ

ぎ
｡
打

身
ヱ

賢
｡

日

昌
訂

■
計

宮
R
少

8
･

■
セ
ロ
e

旨
針

賀

冨
:
｡

の

省
巴

罫
ヨ

邑
吉
日

ぎ
已

芦
-

や

芦

声

ヂ
七

三
･

斗

〔

鞋
4
〕

申

P
J

昌
監
”

当
F

e

監
旦
β

ぎ
邑
官
○

州
邑
邑
計
-

e

㌢
e

召
り

訂
巾
.

■
-

止

弓
.

ワ

一

声

′
〔

辞
5
.〕
.
ナ

臼
β

ロ
ビ

p

易
い

岩
野
ロ
や
粥
e

ユ

巴

見

畠
･
ど
江
0

月
-

-

窒
-
●

し

芦

吋
.

p
.

ふ
叫

り
一
‡

市

警
こ

■
¢
･

〔
･

監
訂

召
恥

二
一

議
夢
魔
｡

＼

.〔

苧
〕

声

声

昏
喜

三

革
蓼

塀
｡

.
拶

【

鞋
名
〕

ロ

3
0

村

ど
的
ひ

"

0

ワ

已
t
･

}

ワ

ー

か

【

鞋
り
〕

と

▲

に

つ

い

て

は

五

項

参
照
｡

-
司

h伊

三

者
本
又

は

所
有
め

外
面
か

ち
1
針
離

警
考

警
ノ

る

幹
着
め

多

く

㌣
こ

れ

哀
株
式
所

有
の

喜
間
盤
と

し
て
､

㌢
乱
輌

轟
的
紅

紆
を

輿

.
ノ

㌧

変
事
と

唐

草
中

身
瀬

へ

.

ノ
/

ン

･

`

＼

1タ7



て
十

∴

′巾
｡

∴

【
ノ

鬼

】

棉

論

草
.
夢
十
七

食

.
希
五

∴

六

鍵
′

､

進
め
る
り

株
式

合
歓
の

出
洩

と

さ

ら
に

所

謂
.
E
粥

音
巴

芳
設

､

収

於
い

て

は
､

資
本
の

嘩
安
着
た
る

株
主

は

著
し
い

数
.把

達
し
､

そ
の

牙

償
還
璃

違
七
イ

ぁ
･
絹
｡

克
に

潤
す
る

艶

臥
的
､

書
的
研

針

量
雷
別

姦
倉

溝
給
し

か
の

で

此

甥
は

恩
イ
る

･
に

と
■
ゞ

め

た
い

と

息

ネ
愁
G
･

C

∵
､

､

-

ン

ズ
ー

(

芳
賀
∽

盲
ぎ
巴
○

ヲ
ロ

:
t

O
〔

村
○

喜
e

詔
E

三
町

t

訂

q
.

功
.

-

曾
邑

豊

-

｡

日
日

巴

｡
f

官
許
｡

㌢
i

㌢
-

巴
〇
･

A

責
･

哲
ユ
･
絆

せ

訂

告
払

い

ゴ
F

e

ヨ
O

d
e

言

合
占
○

邑
i

O

臼

賀
一

旦
言
t

仲

胃
○

常

吉
】

冨
)

の

論
文
又

は

着

筆

或
は
T
･

廿
･

カ

ー

バ

ー
‥

(

→
･

芦
C
中

計
巧

こ
+

訂
d

琵

邑
｡

臼

｡

丁
口

責

壱
町

巳
匂

食

ど

ぎ
賢
ヱ
か

ー

訂
q
.

∽
.

守l

｡

忌
ゐ
d
i

日
的
畝

｡

:
官
A
｡

P

d

宮
戸
甘

名

号
i

t
i

邑

筐
昌
｡
の
･

-

や

窒
-
N

ヱ

等
打

つ

き
､

外

囲
の

事
情

を
､

患
た
､

檜
地

膚
治

郎

(

株

ヽ

式
食
紅
)

､

卒
井

泰
太

郎

(

寮
普
通
給
)

向
井

嵐
租
(

薪
経
営
者

畢
)

中
西
常
雄
(

経
営
軽

帝
畢
)

等
の

文

献
虹

よ

つ

て

我

囲
の

事
情
を

金
牌

せ

ら

れ

た
心
｡

し
か

し

何
れ

も

既
に

十
年
､

十

五

年
玖

前
の

数
字
で

あ
る

が
､

筆
者
は

不

充
分
な
が

ら

衰
近
の

も
の

に

つ

い

て

浅

紅

教
科

蒐
集

嘉
彗
ゝ

雷
､

如
桶
を

最
近
儀
表

麹
｡

〔

吾

拙
稿
､

株
式
分

散
の

企
業
静
的

意
義
｡

庸

東
商
科

大

草
産

業
儲

卒

研

便
所
甘
究
庫

報
｡

ア

メ

リ
ー
ヵ

鍵
曹

孝
研

究
｡

か
ゝ

る

分
散
せ

る

多

数
資
本
出

資
者
の

好
ん

ど
が
ー

企
莫
の

最
高
意
患
決

定
に

は

輿
儀
鴇

関
心
鴻

有
し

な
い
｡

株
式
食
紅
の

絶

食
に

放

け
る

出

席
状
況
を

み
て

も
､

ま

た
､

他

単

に

自
耗
委

任

状
に

よ

る

謝
輿
と
･い

ふ

漱
態
か

ら

見
て

も
､

経

螢
切

実
酷
か

ら

離
れ

虫
る
｡

彼
等
は

眈
音
に

最
大
の

関
心

を

有
す
る

だ

け
で

濁
り
､

琵
券
市
場
に

よ
つ

て

投

資
危

険
の

同

避
を

ば

か

り

な

が

ら

牧

利
と

資
本
保

全
虹

聴
け
る

の

で

漕
:
-

の

層
ほ
､

潤

要
自
ら
の

警
㌢
こ

ろ

貰
っ

七
生

れ

軒

も
の
･
で

あ
る

が
､

血
動

忘
集
約

穿
軒
が

助
長
せ

ら

れ

る

.

碁
食
も

多
小
｡

例
へ

.
ば

徒
葉
月
蒋
株

制
､

利
潤
分
配
制
(

薄
株
虹

よ

る
)
､

顧
客
持
株

制
等
が
.
こ

れ

で

あ
り
. +

ま

た
ア

メ

づ

カ

比

於
け
る

小

う

大

ト

禁
止
の

立

場
か

ら
+

潮
食
紅

解
煙
が

命
ぜ

ら

れ
､

こ

れ

に

よ
つ

て

株
式
水
分
散
せ

し
め

ら

れ

た

如
き
こ

れ
で

奉
る
｡

(

野

呂
臣
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､

一

け
尼

卜
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十
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■

恥
+

L
∵

∵
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∵
転

∵
′

′
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∵
㌧

＼
∴
∴

∴
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∵

ヰ

∵
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(
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準

じ

み
＼

ご
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巨
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1
婁

､
イ
一
札

ノ

･
}
I

.

ゝ

■ヽ
ノ

ー

㍉

∴
津

＼
∵

千
で
▲･
1
1

土
阜

バ

∵

㍉
二

O
i

-

一
会

烏
絹
子
冒
賢
1

C
O

り

p

増
t
i

O

日

良

計
計
抄

･

社
家
､

.
我
国
の

株
式
分
散

は

眈
忙

相

嘗
な

も
の

で

あ
り
､

戦
後
に

つ

い

て

も
､

中

小
商

工

業
中

心
の

産

業
構
造
と
な

を

と

云

は

れ

ろ
意

味
で
. -

こ
.
の

慣
向
た

否

定
す
る

者

も

あ

る

が
ー

し

か

し

零
細
媛
小

食
社
た

ら

ば

と
.
に

か

く
､

一

腰
に

は
､

財
閥
解
醸
に

よ

る

株
式
分
散
の

●

仁

一柑

高
度
任

に

よ

り
､

.

か
へ

つ

て

戦
前
或
は

戦
時
中

以

上
の

分
散
虔
を

示

す
に

到
る

と

考
＼

へ

ら

れ

る
｡

■
む

し
ろ

分
散
は
､

企
漂
民
主

化

発
と

し
√

て

私
的
濁
占
禁
止

法

或
は

企
業
再

建
､

財
産
税

等
を
介
し

推
進
せ

ら
つ

ゝ

あ

ろ
｡

こ

の

動
向
は

他
日

数
字

的
に

冷
静
す
る

横
倉
を

獲
た
い

隼
■
町

和
十

八

年
の

数
字
に

つ

.い
て

簡
単
に

分
散

性
を

散
薬
し
て

も
､

現

に
､

株
式
食
紅
で
､

､.

株
圭
一

･
萬
名
以
上
の

株
式

倉

堅
ハ

七

敢

(

絶
株
圭
一

･
七

六

高

名
)

こ

の

う

ち

ニ
ー

萬
名
以
上
の
■
も
の

二

大

社
(

殊
主

組

数
一

一

二

高
名
)

≡

高
名
以
上
の

も
の

二

四

紅

(

親
蔵
主

′

敷
八

五

高
名
)

も

あ

る
｡

分
散

度
(

殊
圭
一

人
宛
持
株
)

■
は
､

そ

れ

ぞ

れ
一

六

塊
･

八
､

一

七

甲
･

九
､

一

大

八
･

≡

そ

あ

る
｡

真
木
叡

苦
見
れ

ぼ

資
本
金

五

言
個
以

上

二
ニ

6
鮭

(

株
主

規

準
ノ
九

七

高
名
)

の

分
散

慶

竺
〇

九
･

木

枕
､

こ

の

㌢

㌢
億
囲

堺
上
､

五

入
敢
(

一

五

〇
高
名
)

そ
の

鼻
歌

度

堅
一

一

二
＼

･

五

株
､

こ

の

う

ち

∵
二

億
凰
以

上

の

合

壁
一

九
敢

(

九
七

萬

名
)

の

分
散
虚

空

孟

l句

≡
･

五

株
で
■
ぁ

る
｡

-
ナ
く

な

か

ち

ぎ
る

分
散

を
不

し
て

偽

る
｡

(

え
ゞ

大

食
敢

程
､

分

散

が

高
く
な

い

む

は
､

公

武
に

尽
す
′る
如

く
で

あ
る

が
､

こ

れ

は

戦
時

中
の

特

性
と

し
て
､

大

食
敢
は
､

国
東
せ

放
と

し
■て

酵

墓
串
を

高
率
に

も
つ

た

｡

と
､

我

闘

?
特

性
と

し
て
､

財

閥

嘉
に

大
書

敢
が

多
く
､

頂
散

空
ノ

く

な
い

事
に

所
以
す
る
｡

∵

戟
硬
の

財
閥
解
佳
､

国
儀
観
閲
に

と

も

た

ふ

株
式

慶
分
企
業
再

建
峯
備
､

私
的
猫

墓
冨
､

財
産
税
物
納
等
に

㌣

か

株
式
所

有
の

湧
散

高

､

慶
他
の

賓
静
的
研

究
は
い

ま

だ

把
握
汽
凍
な
い

が
､

至

極
興
味
あ
る

課

題
で

あ
り
､

近

く
そ
の

+

溌
を

襲
展
し

た
い

と

期
七
て

る

る
｡

-

■

抑
も

所

有

分
散
と

は
､

森
圭

敷
の

増
大
甘
い

ふ

真
鯛
事
箕
を

意

味
す
る

に

と
ゞ

ま

ら

た
い
｡

こ

の

株
主

が

投
資
廿

る

企
竜
宮

営
打

開
し
､

.▼

賛
車
上

軽

骨
の

卦

鮮

′
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ノ

.･
弘

】

稚

魚
卜

輩

弟
十

七

食

滞
五

･

六

♯

ノ

づ
⊥
享

～
J

パ

∴
∵

し

1
′

.
∵
ヱ l

も
∴

∴
･

次氾

投

茸
的
開
心

駁
外
牲
､

.
何
等
.

腰
営
自
健
に

ケ
い

て

細
心

を

有

せ
ず
､

も
く
た

や
の

摩
螢
支

配
に

興

味
を

煤
け
た

く

な
･
り

り

ゝ

あ
る

と
い

ふ

株
主

或
は

資
本
自
膿
の

性

格
襲
化

を

意
味
し
て

ゐ
､
る
｡

す
く
な

く

と
烏

合
儲
か

尊
者
は
｢

そ

の

ヤ

う

な

欒
牝
の

自
然
的
成
長
の

基
蓉
を

一
･

な
し
.
て

ゐ

る
｡

そ
む

意
味
で

こ

れ

は
､

分
離
論
に

と
つ

て

基
盤
と

洩
る

の
■､
で

あ

を

が
､

七

か

し
､

こ

れ

虻

基
煮
で

は

あ

る

餅
､

い

ま

だ
､

ヽ

分
酪
そ

れ
虐
使
で

ほ

た
い
｡

株
式
の

分
散

瀬
､

か
へ

つ

て

大
株
主

た

る

小

数
産
業
資
本
家
の

支
配

溝
容
易

阜
ら

し
め

る

も
の

で

あ

る
｡

.
小

人

数
で

あ
つ

て

む

大

株
主
が

存
す
る

限

㌣
出

費
資
本
と
軽
費
支
配
は

分
離
し
て

打

た

い
｡

と
の

外
､

■
金
融
資

本
に

よ

る

支
配
が

あ

ぺ

他
人

資
本
的
支
配
は

分
離
し
て
､

ゎ

な
い
｡

こ

の

意
味
で
､

分
離
静
的
考
察
か

ら

進
み

て

∵
支
配

論
の

側
面
か

ら

見
直
す
必

要
が

生

れ

る
｡

一

[

し

か

ヤ
自

賢
本
出

卦
の

大

壷
牡
､

嘗
警
キ

芸
業
麦
臥
を

す
で

て

か

そ
ト

呈
雲
七

買
■
郎

基
本

賢
し
て

の

健
棒
は
､

∴

品
多

数
者
に

つ
･
い

て
､

･
ま

号
に

襲

質
し
て

か

る

と

一
打

明
か

で

あ

る

ご
し

の

欒
質
を
二

宮
に

し
て

云
へ

ぼ
､

株
主

た

る

計
己

糞
本
出

費
者
が

他
人

資
本

串
安
着
紅

襲
質
せ

る

こ

と
.
で

あ
一

る
｡

株
主

が

債

樺
者
化

し

空
､

と
で

参

る
｡

株
式
の

社
債
人

文

は

借
入
金
)

化

で
あ
′

る
｡

か

ゝ

る

襲
化

は

既
述
臥

如
く
､

出

資
者
自
ら

が

欲
す
る

こ

と
虹

よ

つ

て

慶

史
必

億
的
に

生

れ

た

番
資
で

あ

る

が
†

こ

め

尊
者
は
､

準
制

上
､

制
墟
的
に

む

確

琴
化

せ

ら

れ
つ

ゝ

あ
.
る
｡

棒
式

特
赦

債
的
性
格
紅

彗
ノ

～
甘

夏
逆
に

敢
僚
■に

も

株
式
に

近
■
い

も
の

が

現

れ
､

■
七

れ

ノ

も

制
度
上

認
め

ら

れ
て

ゐ
る
,々

例
へ

ば
､

株
式
に

つ

い

て

は
､

無

議
決

権
株
､

議
艶

権
僧
託
､

銀
行

寄

靂
､

利
益

配
音
便
充
棟
､

･
特
に

●

累
積
的
並

に

非
参
加
的
配
音
便
先
株
､

.
償
還
優
先
株
､

ヰ
換
優
先
株
等
々

こ

れ
で

あ
る
｡

･

他
方
祀

僚
叱

っ

い

て

滝
､

樽
換
社
債
､

株
式
巽

安
堵
付
憩
債

∵
永

久

社
債
､

利
滑
分
配
付
社
債
､

H

2
｡

甘
ぎ
邑

等
は

∵

株
式
的
性
質
を

相

常
に

有
す
る

も
の

で

滴
る
｡

∵

高
象
に

資
本
分
散

せ

る

企

業
に

於

け
る

資
本
出
資
者
は
､

以
上
の

如

く
､

企
業
に

射

す
る

資
本
的
支

配
を

自
ら

棄
て

て

を

り
､

こ

の

支

′
∴

卜
㌣

指
卜
増

∴

㌣㍉

′

ヽ
J

j

▲

て

ぺ
ヾ

取

ト

ゝ

･

ナ

㌣

｢

キ
ゝ

㌧

叶

-

t

庸

ヽ

し

ー

､

■.-

＼

㌔ .

転1て
､

ノ

』 .. . . . .
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ナ
一

っ

?
､
∵

サ

ト

十

†

ゝ

㌣

∵
〔

･
心
Y

∵

′
｡

†

ヤ
∧

1

:
こ
㌧

∴
ふ

∴
∴

↑

■､

ぺ

∴
ノ

ぺ

配
劫

棄
は

制
度
上

も

確
定
さ

れ
つ

ゝ
一

匂々

｡

壷
本
艶

貧
者

射
ち

所

有

者

が

企

業
支

配
力
を
■
有
せ

ぬ

こ

と
､

或
は

支

配
力
を

彼
等
漑

輿
へ

な

∵

小

利
虔
は
.

い

ま

や

糞
本
主
義
の

費
展

や
内

部
‥

か

ら
､

自
ら

生

れ

出
つ

～

あ

る

規

貫
と
か
■づ
て

ゐ

る
｡

し

か

し
､

現

代
大
金
菓
の

資
質

毛

把
達
し
､

･
ま
■
た

摩

野
礁
制
の
■
性

格
を

明
か

に

す
る
･
が

た

め
紅
､

資
本
と

経

常
の

分
離
を

榛
鮎
と

し
て

考
察
す
る

に

あ

た
つ

て

は
､

′
か
ゝ

る

分
筆
静
上

そ
れ

に

よ

る

支
配
あ

分
離
に
.つ
小

て

の

善

本
的
考
寮
の

み
で

は
l

い

貴

だ

不

充
分
で

あ

る
｡

こ

の

分
離
に

よ

り
ー

自
己

資
本
揖

貧
者
に

代
つ

て
､

し

か
ら

ぼ

誰
が

そ
の

癖
螢
を

女
配
す
る

か

と
い

ふ

側

面
を

見
ね

ば

な
ら

た

い
｡

支

配
の
･
主

催
と

内

容
〆
如
何
に

襲
任

し

て

ゐ

る

か
に

つ

い

て

考
へ

る
ぺ

き

で

あ

る
｡

ヽ

野

∴

分
駄

帝
を

ま
配
側

面
か

ら

論
究
す
る

論
者

は
､

主

と

し
て

支

配
玉

髄
に

つ

い

て

考
察
す
る
｡

既
に
､

資
本

分
散
は
そ

れ

自

軍

分
静
そ

の

甘
の

で

は

な
･
い

と

述
べ

■た
が
､

そ

の

意

味
は
､

分
離
論
の

中
心

黙
が
一

箪
に
■
分
散
に

よ

つ

て

支
配
を

棄
七

た

事
賓
に

あ
る

の

.
で

な

く
､

支
配
牽
凛
て

た

も
の

に

代
つ
.
て

誰
が

そ
の

支
配
を

把
起

し

た

か

の

謝
辞
に

あ
る

か
ら

で

あ

㌃
q

■
即
ち
l

分
析
論
は
､

支

配
主

洩
静
に

展
開

【

鞋

即
〕

′

芸
ば

や
ら

な
い
‥

分
離
論
の

貢
配

面
に

研

究
重

警
置
い

た
G
･

C
･

r

㌣
シ

ズ

或
は

檜
砲

撃
軒
は

支
配
の

型
-

或
は

形
態
を

考
察

し
.
凍
｡

例
へ

ば
､

言
ツ

ズ

は
､

(

こ
■
所

有
文
麿

(

C
2
已

邑

昏
｡

貞
F

.

已
ヨ

邑
･

〇

〇

虐
-

①
t

¢

○

き
e

邑
i

勺
)

(

二
)

過
･

草
薮
支

配

(

鼻
音
…
邑
邑
)

(

≡
番
手

段

支

軍
(

買
t

む

昏
｡

最
F

:
蚤
r

-

■
倉
ま
｡

e

邑
F
O

キ
旦
0

昔
々

き
慧
昔
)

(

四
)

少

数
真
配

(

邑
冒
邑
七

会

旨
｡
-

)

(

五
)

軽
骨
支
配
(

召

賀
長
望
日

昌
叶

曾

旨
鳥
の

五

つ

の

塵
を

述
べ
､

■
増
強

博
士

は
.

過
年
数

卦
配
､

′

ゼ

ラ

ミ

ツ

ア

型
支
配
､

少

数
政
文
配
1

寮

費
者
東
配
･

金

取
業
者
支
配
-

政

府
支

配
の

大
つ

を

考
へ

て

わ

る

ご
品
等
の

内

容
の

･
′
矢
本
七

経
書
の

分

群
･

神!

i ノ

一

･≠1 ･

■■:
l

:

㌧

∴

■シ
ー



㌢
∴

∴

･
､

ゝ
■◆

‥

㌧

や

ご

■ノ
.
ぺ

ンγ
F ナ

､､

√
√

＼

r

､

＼

一

鵡
一
論

兼

帯
十
七

春

希
五

こ
ハ

鍵

2
｢
OZ

群
細
は

解
介
し
.
な
い

が

し

か

し
､

か
1

る

諸
形

態
の

主

張
は
､

支
配
の

手

段

或
は

支
配
の

形

態
と
.

支
配
の

壬

建
と

を

混

落
し
.
た

説
明
で

あ
.
る

と

解
し

得
る
｡

我
々

は
､

支
配
の

意
味
を

正

し

く

漑

警
ノ

る

た

め
に

十
そ

の

主

髄
､

し

た

が

つ

て
､

l

支
配
.の

意
欲
､

目

圃

等
を

中
心

と
し

て

考
察
ナ
べ

き
で

あ
.
ら

う
Q

･

雷
ふ

灯
l

支
配
の

圭

饅
は
､

最
近
か

痕
況
並

に
l

戦
時
中
.
の

事
資
等
を

も

勘
案
し

て
､

大
約
次
の

六
･･

者
を

考
へ

ね

ぼ

た

ら

た
い

だ
ふ

ぅ
｡

廟
ち

(

一

)

産

業
資

本

八

二
)

■
金

融
資
本
.
(

.≡
)

政

府
(

軍
骨
)

(

空
中

聞
脛
馨
者

(

五
)

労
働

組
合

(

六
)

経

営
自
主

漣
で

か

る
｡

糞
本
分
散
に

よ
つ

て

支

配
を

棄
て

た
の

は
大
衆
資
本
で

あ

る

が
1

.
こ

れ

に

よ

つ

て

企

業
の
一

部
大
株
主

は
+

却
つ

て

資
本
支
配
力
を

強

化

し
､
へ

過

年
数
支
配
+

少

者

渡
文
配
の
.
型
に

よ

り
､

自
己

資
本
凌

配
､

産

業
資
本
家
支
配
を

維
持
す
る
｡

し

か

し

こ

れ

も
､

分
散
が

極

度

に

達

し

た

場
合
+

例
へ

ば
ペ

ン

シ

ル

ヴ
ュ

ニ

ア

鋳
造

食
紅
､

｢

九
二

九

年
十
二

月
の

最
大
株
主

が
わ

ず
か

〇
･

､

≡

四

%
の

株
式
し

か

所

帯

ノ

′

し

な

か

つ

た

如
音

状
態
に

ま
で

達
す
れ

ば
､

企

業
の

自
己

資
本
家
､

-
産
業
資
本
家
支
屈
は

葡

ん
ど

あ
り

得
な

し
な

莞

我
国
で
.
は
ー

ゝ

終
戦
･

直
後
(

二

十

年
≡

月

-
五

月
)

の

数
字
に

よ

れ

ば
､

五

%
以

上
の

挽

封
が

存
在
し

な
い

食
紅
(

片
倉
工

僕
､

郡

是
工

業
､

日

本
養
違

電
､

九

州

配

電
､

北

陸

配
電
､

四

囲.
配
電
､

凍
日

本
歩

洒
､

日

本
毛

織
､

王

子

黎
耗
､

大
阪

瓦

斯
､

絹

本
曹
達
､

■
東

亜

顔
工

専
)

も

す
く

な

く
な

い
｡

か

ゝ

る

状
■

態
下
で

ほ
､

支

配
ほ
そ
の

企

業
の

経
営
者
に

所

属
す
■
か

せ

解
せ

ね

ぽ
な

ら

ぬ
q

と
こ

ろ
で
､

.･
こ

の

経
営
者
は

新
階
級
と

し
て

の

中

間
産

筆

.`▼

一

着
で

あ

り
▼

.

彼
は

決

し
て

資
本
家
で

も

滋

く
､

さ

り

と
て

労
働

者

と

も

云
■
ひ

得
な
い

ヰ
間
階
層
で

挙
る
｡

か

ゝ
■
る
一

群
の

エ

ヰ

ス

パ

ー

ト
■

〔

誌
3
〕

が
.
近

代
企
業
に

生

み

出
さ

れ
た
の

で

あ

る
｡

し

か

し
､

我
囲
絡
戦
後
の

特
殊
状
態
と

七
て
､

企

彙
軽

骨
を

螢
働

組
合
忙

よ
つ

て

支
配
せ

ん

〔

‡
4
〕

と

し
た

生

産
管
理

が

出
現

し
･
た
り

■
こ

ゝ

で
.
の

支

配
者
は
､

労
働
者

或
は

労
働

組
合
で
■
あ
る
｡

こ

れ

も
∴

つ

の

資
本
と

経
営
の

分
線
の

問
題

＼

と

し
て
､

組

合
も

ま

た

新
支

配
主

佳
に

加
へ

ね

ぼ

た
ら

ぬ

で

あ

㌻
う
｡

戦
時
中
は
l

企

業
経
営
は

軍
或
は

官
虹

よ
つ

て

強
力
打

支
配
せ

ら

.

ぺ

ト

㌔

津
∵

㍗
㌔

＼
叫

㌔
.

し
′

1

ノ

㌣
甲
∴

∴
∵

汁

＼

∴
J
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ご

上
人
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ヽ

一
ゝ

け

㌧

ヽ

}
碗
■
∨

ト

こ
∴
れ

㌧
＼
A

平
ノ

＼
∵

:

′

沐
l

､

■■

∴

⊥

ミ
＼

一

軒

･ 子■
ト

ミ

ー
⊥

･

ヶ

l

lt

れ

た
勺

こ

の

状
況
も
一

つ

の

分
離
的
状
態
で

あ

る
q

支
配
重

態
に
､

政

府
叉

仏

軍
官
を

加
へ

ね

ぼ

た

ら
ぬ

所
以
で

あ
る
.｡

箪
1
〕

打
･

C
･

芳
賀
S

甘
勺
･

き

野
-

邑
芳
賀
仏

∵

名
･

賢
マ

ミ

1

ア
訃

ア
〔

つ

訂

雪
0
-

ま

ぎ
○

ご
邑
邑
)

`

ミ

ー

モ
ズ

ほ

分

革
並
に

軍
配

芸
新
に

つ

い

･
て
.

重

警
狂
い

た

が
､

彼
は

共

著
の

革
後
に

は
､

骨
邑
e

旨
旨
阜
2

各

号
芳

を

静
じ

奮

慧

t

邑
山

き
邑
⊥
0

的

ど

を

批

判

し
た
｡

し
た

が
つ

て
､

爽
忙

遽
べ

る

彗
一

の

撫
育
的

側
面
の

生

丑

に

入
p

こ

ん

で

ゐ

る
｡

七

か

し

埠
地

博
士
の

場
合

･
吼
は
こ

れ
が

な
い

｡

哀
七

鍵
曹
老
衰

覿
に

解
れ
る

の

･
み
で

あ

り
､

久
そ
の

鍵
骨

暑
が

何
物
で

あ
る

か

は

開
ほ

れ
て

ゐ

な
い

｡

一

〔

鞋
2
〕

増

地

庸
治

郎
､

株
式

食
紅
､

(

昭

和

十
二

年
)

≡
ハ

入

京

以
下
｡

､

〔

牡
3
〕

か
ゝ

る

中

開
鍵
菅
者
好

評
し
て

は

後
述
仇

拙
稿
､

企
業
者
裔
､

.
(

鯉
骨
幹
飴
､

二

十
二

年

正

月

襲

Y
慶
應
｡

〔

牲
4
〕

盤

古
管
理

に

帥
し
､

.

さ

ら

に

戦
時

中
の

､

軍
､

官
受
配
に

用
七
て

は
､

前
梅

拙
著
､

(

企
業

韓
制
の

登
展
理

裔
)

蓼
爬
｡

鮒

､

次
に

金

融

資
本
支
配
で
･
軋
る

が
､

そ

れ
′

ほ

前
記
の

埠
地

博
士

の

所
謂
､

金

融
業
者
支

配
と
ピ

ラ

ミ

グ

下

型

支

配
を

食
む
も
の

で

あ

る
｡

･
･

■
金

融
発
着
が

他

A
資
本
貸
付
に

去
て

軽
食
に

鞠
興
し

∵
或
は

支

配
す
る

雷
何
時
の

世
に

も

存
し

た
こ

と
で

あ
つ
.た

軒
､

金

融

資
本
は
･ ､

一

ノ

こ

れ
以

外
に
l

持
株
食
紅
に

よ

る
1

ン

ツ
ェ

ル

ソ

的
支
配
に

よ

つ
. ■
て

企

糞
を

牛

耳
る
｡

金

融
資
本
の

眞
の

奏
は
こ

ゝ

に

示

現

盲

れ
る
｡

し

.

か

レ
l

か
ゝ

る
コ

ソ

つ
ェ

告
的
ピ

ヲ

ミ

言
塑

支
配
は
､

静

雷
高
度
株
式

分
散

に

£
る

琴
営
者
支
配
が
成
立

し

考
場
合
に

は
､

も

は

や

不

可

曙
で

あ
る
｡

マ

ジ
ゴ

.
ワ

テ

ィ

ー

か

象
は
ミ

ノ
ウ

テ

ィ
.

一
-

に

せ

よ
ー

■
企

業
を

支

配
し

得
る

程
度
に

株
式
を

粗

持
し
な

が

ら
､

金

融
資

本
の

支
配
が

行
昧

れ

る

か

ら
■で

あ

る
｡

高
度
の

株
式

分
散

は

∵
-

の

意
味
の

内

部
支

配
を

失
は

し
め

る
｡

た

と
へ

他
人

資
本
に

よ

領

外

部

か

ら
の

金

融
業
音
更
配
が

魂
つ
.
て

も
､

こ

れ
の

分
離
は

次
の

経
営
自
主

髄
α

成
立

に

よ

つ

で

解
か
れ

も
｡

自
主

的
と

は
､

か

り

に

支
配
を

女
け
て

も
､

橡
威
と

責

苦
る

生

宙
革
勢
を

確
保

ナ
る

こ

と

を
意

酪
す

怠
ら
で

鳩
る
｡

臥
上
の

諾
意
配
圭

倦
の

う

ち
ー

政

府
支
配
､

労
働
組
合
支

配
､

金

融

資
本

毎
払

金

勧
業
者
)

支
配
の
こ

衰
は
､

企
業
に

と
つ

て
､

舛

.
贅
杏
と

観
替
〃

骨

敢

.

､

l

之03



籾

､

ノ
∴

メ

■
こ

■"l′
..

｢

稽

諭

美

希
十
七

亀

･
帝
王
･

議
鍵

部
的
な

る

者
の

支
配
で

あ

ゃ

前
二

者
は

非
密
葬
的
な

鴻
の

で

あ
､

る
.ぺ

何
れ

も
､

企
業
自
健
の

内
部
か
■
ら

歴
史
必

然
的
に

生

成
し
た

蛋

的
手

蔓
で

は
億

い
｡

■
糞

字
義

嘗
分
離
は
+

外
部
か

ら
､

数
滴
的
た

或
は

飲
食
的
妃

葬
は

他
の

経
済
主

嘩
の

意

雷
よ
つ

て

も

成
立

す
一

.

毛
じ

か

し
､

固
有
の

意
味
の

分
離
緬
は
､

企

筆

墨
嵐
換
鼻
の

漂
白
ら

育
成

見
る

車

掌
で

か
る
q

そ

れ

故
､

資
本
分
散
の

尊

号
一

基
穿
と
し

た

産

業
資
本
支
配
､

中
断
寮
費
者

安

寧
金
融

資
本
支
配
l

そ
･･
警
ノ

う
ピ

ラ

ミ

,

ド

式
支

配
が
､

固
有
の

む
の

で

あ
る
q

し

か
.

し
て

こ
･
れ

ら

が

き

ら
に

展
開
す
れ

ば

∵
澄
尊
台
卓

鯉
忙

よ

み

支
配
へ

七

賓
し
､

支
配
な
善

女
配
の

成
立
l

支
配
が

あ
つ

て

そ
そ

れ

白

賂
の

責
任

と

権

威
に
､

き
サ

藍
T

す
ノ

る

療
費

菅
日

ら

甘
H

阜

雇
動
の

成
立

と

な

る
｡

こ
■
ト
性
分
鮮
論
敵

虞
の

意

味

苦
る
ぺ

分
離
静
は
､

単
に

分
散
静
か

ら
の

み

考
察
さ

れ
て

は
た

ら
ぬ

と

と

む
に
ー

ま
た

支
配
面
か

ら
の

み

薄
嗣
を

れ
て

も
い

け
な
い
q

分
散
と
ー

支
配
と
.
∵

し

か

と
て

琴
曹

点
億
･
の

誉
ソ

方
ど

空
車
や
推
静

牢
よ
つ

て

考
察
さ

れ

ね

祭
ら

ぬ
｡

分
散
の

事
賢
を

基

撃
と

し
､

そ

れ

昔
一

･

る

支
配
の

襲

軍
つ

い

で

璧
冨
重
り

方
へ

と

｢

連
中
闊
係
で

考
察
す
る
の

が

分
儲
静
で

奉
る
｡

文

献
的
に

は
､

分
散
静
を

芦
給
し

た
､

ふ
1
･

ヘ

ー

∵
㌣

芸
､

我
国
の

文

献
に
･

欝
る

莞
-

平

井
､

孟
毎
等
の

諸
研

究

妄
配

管
中
心

と

レ

た

1
ハ

ー

ル

及
び
ミ

ー
.
y

〔

鞋
1
】

〔

註

む

､

､
ズ
､

リ

ー

ブ

ヤ

ン
､

霊
墓
の

研

究
､

誓
.

雫
そ
の

う
ち

で

も
l

盛

暑
嘉
長
､

ジ

可

美
､

シ

;
下

†
ェ

ー

レ

ン

ベ

ル

【

牡
笥
〕

【

狂
4
〕

ク

:
ハ

ッ

ツ

サ
､

.一寸

ブ

;
‥
〈

-

…
.

ブ

ル

ー

キ

ン

グ
ス

･

向
井

毒
の

論
証
､

.

漂
軍
曹

倦
の

性
格
に

及
ぶ
ー

.
ブ

ル

ー

キ

芸
ス

ー

､

て
y

ズ

∵
フ

テ

ナ

ウ

等
々

大
約
の

色

分
け
が

出
奔
る
■の

で

あ

る
｡

か

ま
こ
こ

画
の

痕
一

的
考
察
で

は
､

･

資
本
所
有
が

支
配
を

分
離
し

た

こ

と
に

よ

ぺ

企

業
建
白
煙
が

如
何
に

襲
質
し

た

か

と
い
.
ふ

鮎
を

重

税
し
､

去
こ

ま

で

論
及
す
べ

■
亨
で

あ

告

分
離

論
は

終

局
に

於
い

て
-

2 0 4

/

∵
慈
善
自
鯉
の

性

格
論
で

な

く
て

は

な
ら
･
ぬ
｡

か

く
て
､

去
ら
忙

進
ん
で

竺
-

れ
忙

よ

つ

て

痙
韓
､

社
食
の

億
制
再

検

討
の

具

健
的
安
置
的

1

基

､

警
得
渇

こ

と

が

蒜
で

雪
｡

■

届
富
雷
莞
ば
l

嘗
曹
ら

賢
る

支
配

届
泣
l

､

支
配

雪
白

廣
誓
の

豊
､

か

J
∵
較

軒
ト
ト
い

打
r

い
∴

イ

∴

敷
Y

∴
‥

は
r

♭
.

▼
心

‥

草
｢し
､

=
二

.
㌧

ヤ
二
ゝ

や

～
･

ノミ_‾
㌧

､ み

三

∧右
′

＼

＼-
_

ノ

ミー.. ≠一

丁
⊥
ニ

一

す

う

∵

J

一

＼

鞋

ト
≠

㌢

一
号



㍍
+

咋

叫

∴
∴

1 .

十

去

∴
〟

し

･

㌔

-■∵

r

ト
r

舛

∴

∵
て
】■

∴
･. .

㌢
ム
′

∴
.一

け

∴

海

れ

に

外
的
支
配
が

あ
つ

て

も
､

計
ら
の

猫
自
性
を

有
し
て

こ

れ

に

野

庭
す
る

と
こ

ろ
¢

脛
餐
が

成
立

す

驚
こ

れ
は

敵
に

理

簡
的
主

張
と

t
て

の

み
た

ら

ず
､

ま

た

事

亨
エ
て

硯

算
任
し
っ

ゝ

菅
ツ

. ､

我
国
で

は

各
美

空
土

化
の

晶
す
べ

き

方
向
と

し

て
､

益
々

政
策
的
.
竹

も

助
長
､

育
成
せ

ら

れ
つ

ぺ

ぁ

る
｡

そ

の

意

頻
す
る

七
こ

ろ
は
､

何
､

で

ぁ

ら
う

か
｡

ノ

ノ

【

苧
〕

盲
f

白

濁
三

野
e

吉
名
琴
戸

冨
p

邑
¢

j

竜
曾
e
-

邑
p

辞

昌

+
■

㌢
f

‥
芦
打

+
声

〔

社
2
〕

○
●

S

廿
e

岩
0

日
”

O

p
･

0

芦

､

′

宗
3
〕

ウ

ぎ
昔
日

;
b

琶
訂
e

O

畠
e

蔓
音
邑
b

象
P
e

琵

e

旨
官
等

㌢

喜
e

曇
す
2

P

ぎ
e

監
e

O

=
r

日
e

巴

声
-

買
r

芦
.
ぺ
･

〔

菅

ニ
･

冒
日
F

賀

盲
臣
溝
巴

彗
㌢
-

号

室
･

声

ぺ
･

バ

ー

ナ

ム

は

S
e

召
邑
｡

㌢

已

｡

計
量
忘
監
｡

邑
邑
■
は
Y

琴
代

の

大
洗

瑛
企
業
Ⅶ

亜
盤

七

相
な

ら

ん

て
勿

論

す
で

に

廉
く

承

諷
き

れ
た

現

象

(

む
■
筐
:
琶
笥
山

邑

号
｡
｡

宮
｡

｡

且
で

あ
る

と

云
ふ

が
､

彼
自
ら

ほ
､

所
有
の

意
味
を

薪
七

く
亜

解
す
る

こ

と
忙

乍
つ

で
､

形

式

的

咋
ほ

分

離
論
に

尿

野
し
､

バ

ー

ル

､

ミ

y

ズ

漣
自
己

撞
着
な

弘

と

舟
封

t

ノ

ー

ノ

た
｡

贋
は

支

配

す
る

者
ぼ

即
ち

所
有
者
で
.
あ
る

七

解
る

せ

ら
､

併
有
と

支

配
の

分

離
に

尿
鄭

ナ
る

の

で

あ
.る
｡

し
か

し
､

椅

紳
忙

於
い

て

ぽ

分

離

宙

ヽ

を

支
持
し
､

こ

れ
を

基
延

と

し
て

立

冷

し
て

ゐ

る
｡

一
(
p
.

乳
･

マ

芦
)

▼

乗
車
(

所
有
､.

出

費
)

と

経
営
の

分
離
は
､

眈
裔
の

如
く

資
本
家
的
支

配
が

経
費
か

ら

分
離
し

た
こ

と
､

､
或
は

資
本
に

代
る

別
な

支

配

が

畏
れ

そ
と

骨
.

妄
忙

於
い

て

考
へ

る

と

と
も

に
､

他

遷
濫

費
側

雷
於
い

て

そ
の

脛

餐
自
軋
が
､

資
本
支

配
か
>

偏
れ
て
､

如
何

▲

一

な
る

新
健
棒
を

も
つ
･
も
･の

と

卑
る

か

と
い

ふ

側
面
の
■
検
討
を

主

眼
と

す
べ

き
で

あ
る
9

資
本
と

経
営
の

分
離
は
､

｢

資
本
+

と
⊥
.

軽
骨
+

の

二

側
面
.の

問
題
を

同
時
的
に

問
庵
と

す
べ

青

も
の
.
で

あ
り
､

一
∴

発

車
と
■鼓
曹
心

争
♯

､

■･､
一･

貸
本
面
旬

み
の

俊

射
で

は

不

充
分
.
で

ぁ
る
｡

■
し

か

ら

ぼ
､

一
か

､

る

分
離
論

-

5謝



小

ノ

､

ヽ

払

r･

●

∴

-

∴

｢

r

や
､↑

∵

言

芸
､

■
軒
十

宗
∵

針
針

茹
針

ヘ

ハ

‥

′

■
与神

霊
掌
る

賢
は

瞥
帯
の
､

慧
を

倉
掛
明

七

か
か
ト

例
へ

瞥
+

芸
の

礼

節
主

と

し
て

支
配

面
を

考
廣
.
し

凛
諒
最
′

.
､

･

.ヽ

後
に

企
業
の

新
し

き

方

向
付
け

(

朴

邑
e

旨
t

ぎ
已
e

富

旦
邑
を

略
考
し
l

株
式
合
歓
の

新
概

傘
(

甘
.

諾

ヲ
U

昌

名
t

O
f

〔

詮
2
〕

骨
C
O

昔
邑
i

O

ロ
)

を
ラ

テ

ナ

ウ

空
士

環
に

よ

れ

な

が

ら

簡
単
に

詮
明
し

て

ゐ

る
｡

-

般
に

も

知
ち

れ
て

ゐ

る

如

く
ラ

テ

ナ

ウ

は

坪
有

の

非
人

裾
化

(

E

昔
の

喜
邑

旨
長

倉
㌣
田
i

鷲
ロ
ー

盲
e
)

を
の

べ
l

由
安
着
の

も
の

で

な

く
て

腰
名
の

エ

髄
と

し
て

好

も
の
･
た

る

合

鍵

畠
冨
考
へ

毛
即
ち

企
業
の

客
観
化

(

営
①

○

富
材

量
の

書
的

鼓
P

溝
昌
e

ぎ
e

邑
.

一
を

主

張
し
て

も
つ

て

企

菓
の
■
月
圭

性

(

㌢
{

｡

計
息
｡
)

､
に

聾
す

息
の

と

す
る
Q

資
本
と

寒
普
の

分
離
は

究

彗
ノ

る

と
こ

ろ
-

誓
空
士

性
の

成
立
で

あ

る

が
l

こ

れ

は

所

有
-

支
配
の

非
人
格

化
､

企
業
の

席

数
化
に

外
な

ら
ぬ
｡

ミ

ー
■ン

ズ
.
や

食
紅
自
億
､

又

は

仝

健
と

し

て

の

食
紅

(

g
→

胃
邑
O

n

P
∽

p

鼻
○
-

の

9

N
N

廿

を

構
想
し
､

合
祀
自
櫨
の

訂
ロ
e

2

は

考
へ

縛
る

が
､

特
定
傭
人
の

整
畠

管

賢
ぎ
巴

e

邑
0

首
邑
)

･
を

品

と

サ
べ
+
キ
で

な
い

と

し
て
､

所

有
権
､

或
は

利
潤
､

･

食
紅

故
に

つ

い

で

の

ぎ
巴

㌢
ロ
㌢

=
○

瞥
を

排
撃
し
て

ゐ
る
｡

か
1

る

客
敏
俺
､

〔

鞋
3
〕

.

非
人

祐
化
の

思

想
は
､

分
離
論
を

立

静
の

基

礎
と

し

た

ブ

ル

ー

キ

ン

グ
ス

も
､

合

鍵
の

卦
り

i

巴
i

賢
叫

と

し
て

哲
已

窪
0

0

ぢ
ロ

㌻
t
-

0

β

な

蓋
叩

に

三
て
､

大

倉
社

琴
皆
の

非

人
祐
化
･
(

ぎ
壱
e
叶

書
巴

甘

旨
仲
)

を

考
へ

て

ゐ

る
q

か

ゝ

る

非

人
椿

的
､

客
観
的
な

食
紅
脛
奮
鰻
自
儀
は

眈
速
の

如
く
､

経

営
自

壬
強
化
せ

る

も
の

で

あ

る

が
､

眉
主

性
は

責
任

性

と

同

葡

語
で

あ

や
､

■
責
任

負
担
･の

主

鹿
た

り

得
る

も
の

の

み

が

自
主
化

す
る

の

で

む

る
｡

し
か

し
l

こ

の

責
任

は
､

資
本
又

は

特
定
個
人
に

負
ふ

〔

妊
4
】

も
の

で

は

な
い
｡

ブ

ル

ー

キ

y

グ
ス

畔
､

E
吋

ぎ
溜
e

…
P

邑
:
F
e

■

苫
b

冨
に

潜
叶

て
､

腰
督
醸
は
､

公

的
責
任

と

利
害
を

有
す
る

も

芸
卒

ぺ
所
有
か

ら

分
♯
心

た

軽
費
は
■t

㌃
-

g

の

地

位
把

革
か

れ

る

と
い

ふ
(

最
近
我
国
に

主

張
せ

ら

れ
て

ゐ

る

信

墓
螢
玲
の
∴

基

漂
こ

去
あ

る
)

｡

菩
.
は

竺
に

資
本
､

.
虜
働
.

益
食
に

封
し

至
T

た
る

配
分
の

着
青

魚
ひ
､

畢
. 一

に

労
働

節
約
､

大

草
生

麿
共

他
､

で

軒

r
㌣

幣
揮
う

紅
い

∴
t

牡 -

●

r

∵

転
一

卜
こ

∴

払

.

㌣

て

1

｢

+

.■.
か

ー

l
■
卜
■
ヤ
L
い

車
∴
｢

㌔
卜

い
､

一
卜

ぶ



ノ

弟
∵

ニ
1
て

､
ヤ

′

ヰ

J

㌣㌣

r▲

ノ

㌔

‥
＼

■

ァ

鰊
′

こ .
㌧

ヤ
■∴

∵
丁

:

:

ヂ

′

軋

㍍

寸

翠
遷
の

裏

芸
ひ
､

危

警
分
散

し
安
全

性
を

た

か
め

て

困

苦
新
高

孟
分

霊

妄
星
へ

る
. ト
ヲ

宮
子
と

賢
れ

る
｡

∵

ヽ

ま

牢
y

ル

絹

咋
も

云

ふ

如
く

脛
奮
の

菅
畢
は

奉
仕
の

理

念

(
{

㌃
i

訂
-

■･
｡

=
か

邑
き

首
-

音
｡
f

琵
5 .

邑
で

あ
り

∵
軽
費
の

鉦
･

i
的

章
任

(
∽

訂
巨

記
払

p
O

n
止

邑
書
○

↑

日

昌
品
e

2

具
合
日

日
仁

む

透

写
蔓
-

ぎ
)

を

負

ふ

で
､

t

｡

す

旨
e
f

昏
-

＼

t

O

音
0

0

日

眉
邑
叫

で

あ
り
､

-

訂

笥
ロ
e

邑

邑
ど
…
=
訂
.

8
日

2
邑
y

を

日

揮
し
､

訂
賢

琵
ぺ

く
2

t

訂

富
訂
溝
2

邑
の

○

ニ
甘

言
2
日

邑
1

の

如
く
貢
献
す
べ

き

も
の

と

告
ノ

｡

誓
自
主

渡
は

か

く
の

如
き

責
任

負
担
の

表
芸
も
･
の

を

意

味
し
､

責

妄
自
ら
､
に

負
ひ

得
る

権
威
を

む

ち

得
丸

森
態
に

達
し

た

れ

ば
て

そ

自
主

建
と
云

ひ

称
焚
の

で

あ
る
｡

真
木
支

配
が

分
離
す
る

と
云

ふ

意
味

′

は
､

主

健
で

を
つ

た
青
木
出
資
者

が
､

支
配
と

責
任

負
担
を

す
て

て

も
､

な

を

経
営
自
饅
に

ぎ
屈

負
推
の

能
力
が

育
成
せ

ら

れ

た

た

め
､

.

資
本
出
資
者
虹

代
り

軽
費
自
ら

が
そ

の

主

健
と

た

り

責
任

を

負
ふ

瀕
態
に
■
到
達
し

た
こ

と

を

意

味
ナ
る
｡

経
営
自
主

建
の

成
立

な

き

と
こ

■
ろ

忙

は
､

･
資
本
の

分
離
は

存
在
し

得
た
い

′

さ
て
､

自
主

建
た

る

責
任

負
担
の

主

倦
と

し
て

の

軽
費
が
､

社
食
其
他
に

責
任
澄

負
ふ

と
い

ふ

場
合
､

軽
費
ほ

自
ら

圭

鯉
で

あ
り

圭

腐

ヽ

一

壷
で

あ

る

が
､

こ

の

腰
費
ほ

あ

く

書
抽
象
的
た

存
蕃
で

あ

る
か

ら
､

典
故
的
た

責
任

負
■
粗
肴
ど

し
て

｢

経

営
者
-

が

廟
し

き

意

味
に

於

.い
て

理

解
せ

ら

れ

ね

ば
た

ら

た

か
つ

た
｡

即
ち

分
離
論
に

潜
い

て

J

経
営

雪
盲
萌
す
る

論
者
の

う

ち
に

も
､

主

と
し
て

寮
費
の

白
土

盲

.

≠

甘
圭

苧
る

も
の

1
､

他
方
具

賢
皇

嘗
届
と

し
て

蕾
卦
を

濁
す
＼

る

も
の
･
と

が

空

を
.1
こ

の

新

敷

≠
､

資
本

芸
め
に

草
葉

し

要
一

フ

マ
マ

ン

靂
､

鹿

霞
､

･
或
は

C

嘗
昌

･

｡
f

賢
F

喜
ノ

を
る

か

に

超
え

蛋
門

象

誓
者

/

.

〔

7
〕

{
S
p

邑
帆

旨
t
､

E

召
箕
日

昌
長
e

ユ
ノ

で

あ

る
｡

ジ

ョ

ン

ズ

は

∵
所

有
と

寮
皆
の

分
艶
に

と

も

な
ひ
､

企
兼
に

於
い

て

竺
一

つ

の

利
害
閲

′

.

潅
が

賃
一

つ

.

溜
薯
∵

-

つ

蛋
務

芸
く

電
着

三
竺
れ

等
の

届
■
に

立
つ

言
㌃

巨
喜
賢
で

息
と
■
い

ぶ
J

野

′

人｢
1

止

扱
者
あ

分

儲

∴
､

.

.ノ
チ



J

♯
′
鼓

ヰ
セ

奄

鯉
r

と

の

癒
替
者
瀧

紆
貧
家
の

､

甘
㌻
心

セ

あ

㌣

る

安
住

を

負
捜
す
か

も
の
･
と

解
し
､

彼
の

所

帯
､

社
章
着
の

甘
p

臣
㌢
計

邑
e

叫

′

■r

で

盾
軌
､

同

時
収
.

㌧

公
衆
に

封
し
､

そ
の

生

漁
に

射
す

､

. ノ

弼
.

守
0

訂

邑
○

声
p
-

邑
告
ぎ

繁
昌
t

O
r

を

構
想

す
る

の

で

あ

卑
｡

サ

.
一.
/

ー

←

望
主

と

し
て

文

献

蒜
芸
が

ら
､

票
と

誓
の

分

監
纂
け
る

誓
層
の

主

張
を

町
味

妾
が
ー

そ
こ

に

は

遠
雷
壌
砂

要
約
主

張
と

兵

器
新

富
者

完
唱
と
の

二

禁
存
し
溌
｡

し

か

し
･

芸
何
れ

に

し
て

や
新
し

き

誓
l

新
し

き

警
者
の

動

向

キ

栗
の

企
菓

警
内

毒
見
し

た
に

と
､ゞ

ま
つ

て
､

新
し

基
業

苦
の

あ
り

方
を

積
極

的
に

構
想
す
る

段

階
に

最
速
し
て

ゐ

な
い
｡

莞
の

蛋
懐

郷
が
､

自
ら

の

内

部
か

ら

軍
費
展
上
､

必

警
生

宗
し
､

押
し

出
し

た

こ

臥

｢

分
離
+

芸
は
､

徒

慧
磨

丸

腰

軍
祭
の

原

ぞ
な

り
一

次
の

軽

層
制
の

拳
と

誉
の

で

考
古
意

味

窟
い

て

二
靂

薯
宅

･

書
き

忠

泰
せ

し

め
て

理

解
し

た
･
パ

ー

謂
に

あ
つ

這
-

雲
主

義

馨
に

あ

与
､

富
豪
霊
昆
あ
ら

ず
一

腰

著
書
(

呂
ぢ

邑

漂
U

｡

吾
が

壬

瞥
ら

れ

る
｡

筆

雷
他
に

詠
じ

た

急
く
･

分

霊
の

圭

警
誓
的
側
面
の

翠
虹

雷
と

解
し
､

書
的

〔

鞋
9
〕

∴

∴
を

塞
畳

､

癒

賢
表
の

主

張
と
一

兵

祭
主

健
た

る

廟

富
者

雷
管
の

文

献
的
二

潮

警
溌

套
H

す

豊
警
嬢

告

誓

月

表
と

は
､

す

妄
語
羞
の

毒
と

意
軍
な
る

筈
･の

毎
月

た

宮
簡
潮

富
者
､

雪
中

聞

富
者

宗
吾
ら

れ

甘

の

の

み
を

意
味
す
る

の

で

は

な
い
｡

警
棒
成

貢
が

責

管
制

苦
慮
せ

る
､

差
葺
量
警
せ

る

望
的

雷
で

た

く
て

は

な

怠
1

撃
る
｡

脛

嘗
圭

警
は
､

富
徳
が

圭

警
あ

ミ
そ

溝

雷
嘉
罫
書
る

が
一
∵
品
主

漂
二

高
等
者

ヽ

芸
名

貫
く
､

窒
璧
な

く
て

は

な
ら

ぬ
｡

こ

の

や

う

な

自

警
瓢
が

重

言
-

乏
､

･
虜
の

嘗
凛
洩
の

豊
が

か

㌔

霊
奮
及
･び

新

富
者
の

菅
方
も

毒
そ
こ

で

の

蜜
者
l

郎

き
讐
違
鼠
蜜
月
で

葺
.
そ
･
こ

に

誓
と

層
雲
こ

.11
-
､

㌣

汁
十

や

∵
喘

■=ノ

∵
-

`
r
r

∴
･
∵
H
と
ヽ

∴

､
転
■.+
し
七

■

斗

L

㌧

守
一

＼
冊

甘

∴
い

準
r

㌍
･

屯

-

､

車
台



⊥
丁

･
津

-

ニ

ュ
イ

∴
心
-

や

+

警

Ⅰ

㌔

も

～
･

▲

丁
､

幣
■
｢

+

一也
ご

1

L

毎
♪

‥

t
＼

･
ノ

捜
と
し

て

の

溌
】

が

生

れ

る
勺

資
本
と
軽

費
の

分
離
秒

究
極
の

萎
は

か

く
の

如
き

も
の

で

あ

る
｡

か
ゝ

る

理

傭
を

基
礎
と

し
て
+

企
業
啓
制
草
潮
の

主

張
も

生
れ

る

で

あ
ら

㌢
し
1

′
ま

牢
か

1

る

企
業
を

具
泄
的
生

活
基
膿
と

す
る

在

韓
蔑
働
の

修
正

革
新
の

理

論
も

展
開
せ

ら

れ

得
･

る
｡

資
本
主

義
軽
韓
規
制

滋
良
ら

重
層
の

裡

年
生

み

出

し

た

｢

分
離
+

現

象
は
､

す
で

呼
自

ら
の

饅
制
の

批
判
､

修
正
､

垂
新
の

要
因
と

な
つ

て

ゐ

る
｡

次
に

取
る

べ

き

も
の

を

ふ

る

き

も
の

の

周

潮
に

見
る

七

と

が

出

来
る

の

で
･

あ

る
｡

分
離
現

象
は

も

と

も

と

資
本
主

義
企
彙
鰻
制
外

層
展
が

歴

史
的
に

育
.
て

出

し
た

も
の

で

は

あ

る

瀬
､

避
に
､

政

治

的
､

社
食
的
､

或
軒

野
際
的
理

由

か

ら
､

分
離
が

助
長
せ

ら

れ

満

と
き

は
､

愚
酵
髄
制
の

攣
質
は

外

部
廊

ら

育
成
助
長
せ

ら

れ
て

行
く
で

あ
ら

う
｡

我
国
の

戦
後
産
韓
に

於
い

て

は
､

財
閥
解
健
■､

補
像
打
切

と

企

業
再

建
整
備
並

に

第
二

憲
.
の

出
現
､

狩
占

禁
止

と

薄
儀
制
限
､

些
慶

祝

徴
集
各

這
よ
つ

て
･
+

今

後
株
式
の

分
散
虹

著
し
い

も
の

と

た
>

唱
｡

と
れ

は

ひ
い

て

支
寵
の

麺
化
と

軽
螢

鰻
の

性
楢
襲
化
を

招
爽
t
､

さ
ら
に
､

･

経
済
､

融
合
利
敵
の

修
正

或
は

襲
化

を

促
進
す
る

も
の

L

洩

る

で

あ

1

ら
ち
ノ

｡

､

∴

資
本
と

軽
費
の

分
離
は
､

貴
賓
に

於
ぃ

て

も
､

文

献
に

於
い

て

滝
､

第
+

.
次
欧
洲
大
戦

後
に

問
題
と

か
､
つ

て

展
開
せ

ら

れ

準
｡

先
づ

資

.

-

/

本
分
歌

論
土
り

支
配
襲
化
へ

､

さ

ら

虹

経

営
健
棒
の

欒
化
へ

と

問
題
の

議
イ

シ

イ

は

移
動
し
っ

ゝ

あ
つ

た
｡

今

次
大
戦
に

と

も

を
ふ

席

韓

/

の

襲
化

は

さ

ら
に
■
こ

の

傑
向
せ
っ

よ

め
つ

ゝ

あ
る
｡

分
離
論
は

密
貸
倒

面
か

ら

解
挿
す
ペ

亨
で

あ
り
､

‥
㌻

ら
に
.
∵
-

の

贋

奮
髄
制
欒
牝

を

ー

ヵ

.

基
層
と

丸
る

蛋
､

誓
嘘

前
の

感
化

､

の

魂
静
へ

と

奉
伺

す
べ

き

吾
と

息

居
る
｡

■

-

舟

.
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